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派遣実績................................................................................ 
2011年9月30日現在

派還種別専門家派遮数推移
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衣名衣衣衣衣衣名名衣名衣衣衣名衣衣名名衣衣名

賢息応心唸唸愴唸喩溶‘令％沫攣ゃ％藩唸怜喩
■長期 ■短期 ■調査団 ■無償資金協力 ■緊急援助 ■研究 ■会議 ■その他

50 今；、い＇とト

OTL 
嘉縞鶯、鷺鷺琴鷺髯蒋馨髯斡桑名

専門家派遣国．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
2011年9月30日現在

長期派遇国 ：20カ国 203名

短期派遥国： 133カ国 2697名
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これまでの長期専門家派遣国

■アフガニスタン ■コンゴ民主共和国 ■ネバール ポリピア

■イエメン ■ザンピア ■バキスタン ホンジュラス

■インドネシア ■セネガル ■バングラデシュ ■マダガスカル

■エジプト

■カンポジア

■タイ

■中国

■ブラジル

■ベトナム ラオス
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研修実績................................................................................ 
2011年9月30日現在
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ふ誓緊覧覧賢髪緊髪胴信緊覧覧信念苓塁嗜喜疇唸喜名唸唸、衣

職種別研修実組（国内）

■その他 ■助産師
■義肢装具士 ■歯科医師
■臨床検査技師 ■行政官
■理学税法士 ■研究者
■薬剤師 ■看護師
■保健師 ■学生
■大学教官 ■栄養士
■診釈放射線技師 ■医師

日本人研修員数
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技術協カプロジェクト................................................................................ 
9 — 
中国

ベトナム

ラオス

カンポジア

タイ

4
4
 

ポリオ対策プロジェクト

予防接種事業強化プロジェクト

ワクチン予防可能感染症のサーベイランス及びコントロールプロジェクト

チョーライ病院プロジェクト

パックマイ病院プロジェクト

ホアピン省保健医探サービス強化プロジェクト

中部地域医預サービス向上プロジェクト

世界保健機構西太平洋地域ベトナム事務所 (EPI担当官）

保健省アドパイザー

パックマイ病院地方医疫人材研修能力強化プロジェクト

保健医窯従事者質の改善プロジェクト

日本 • WHO 公衆衛生プロジェクト

小児感染予防プロジェクト

子どものための保健サーピス強化プロジェクト

保健医療協力計画涸別専門家

保建セクター事業調整能力強化 Phase1 Phase2 

南部母子保鑓統合サーピスプ強化プロジェクト

母子保健プロジェクト Phase1 Phase2 

地域における母子保健サービス向上プロジェクト

助産能力強化を通じた母子保健改呑プロジェクト

医療技術者育成システム強化プロジェクト

公衆衛生プロジェクト

エイズ予防地域ケアネットワークプロジェクト

国際寄生虫対策アジアセンタープロジェクト

国際寄生虫対策アドバイザー

国速インフルエンザ調整機関地域調整官

ハンセン病対策 ・基礎保健サーピス改善プロジェクト

ミャンマー 「主要感染症対策」エイズ対策プロジェクト

至礎保健スタッフ強化プロジェクト

ネバール 医学教育プロジェクト

バングラデシュ リプロダクテイプヘルス人材開発プロジェクト

南スラウェシ地域保健強化プロジェクト

ィンドネシア 月インフルエンザ ・サーベイランスシステム強化プロジェクト

保健省アドパイザー

ィンド 新興下痢症対策プロジェクト

地域別研修員数
人数

4500 

4000 

3500 

3000 

2500 

2000 

1500 

1000 

500 

■日本 ■中南米
■北米 ■中東
■大洋州 ■アフリカ
■欧州 ■アジア

プータン EPIサービス向上のためのプロジェクト

パキスタン

母子保健プロジェクト

拡大予防接種計画 ・ポリオ根絶構想支援

EPI／ポリオ対策プロジェクト

アフガニスタン リプロダクティプヘルスプロジェクト

イエメン 結核対策 (m）プロジェクト

-— エジプト

マダガスカル

ザンピア

家族計画母子保健プロジェクト

マジュンガ大学病院センター総合改善プロジェクト

マジュンガ大学病院センターを基軸とした州母子保健改吾プロ
ジェクト

母子保但サーピス改善プロジェクト

地方部ART技術アドバイザー

HIV/エイズケアサーピス強化プロジェクト

ジンパプエ マシンゴ州HIV母子感染予防プロジェクト

ブルンジ 保健省アドパイザー

コンゴ民主共和国
保健省次官付顧問

保健人材開発支援ブロジェクト

セネガル

保健人材開発促進プロジェクト

セネガル保健予防医学省大臣官房技術顧問

タンパクンダ州母子保健サービス改善ブロジェクト

保健予防医学省大臣官房技術顧問

匠 ロー
ホンジュラス 第7保健地域リプロダクティプヘルス向上プロジェクト

サンタクルス総合病院プロジェクト

ポリビア

プラジル

サンタクルス医病供給システムプロジェクト

サンタクルス禁地域保健ネットワーク強化プロジェクト

地域医療システム向上プロジェクト

東北プラジル公衆衛生プロジェクト

東北プラジル健康なまちづくりプロジェクト

10S■, 
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研究業績................................................................................ 
喜多悦子

吾多悦子

喜多悦子

喜多悦子

吾多悦子

喜多悦子

赤木口寿美、喜多悦子

Kita.E、etal 

伊勢泰

千葉靖男、帖佐徹、黒岩宙司ほ

か

千葉靖男、楠本一生ほか

千葉堵男、楠本一生、疋田和生、

帖佐徹、黒岩宙司ほか

千葉消男

千葉端男

千葉靖男

千葉靖男

吉武克宏

上原嗚夫

Kusumoto.K 

Kusumoto.K 

Kusumoto.K 

帖佐徹

帖佐徹

溝水利恭

小原博

小原博

Ohara.H 

Ohara.H 

Ohara.H 

Ohara.H 

Ohara.H 

小原博

三好知明

Miyoshi.C 

政府間の医叙協力の現状と問題点 ーJICAの医預協力事業を例にして一 ．人問の医学 175Vol.30 No.6:30-38. 1995 

国際比較による健康と教育の閑連 ー教育は人々を幸せにするかー．医学と教育 '95.6: 24-27. 1995 

難民の医療 ．奈医報8(1)1995. 1995 

乾いた悠久の特 ーパキスタン ．世界と人口 No.251 :28-32. 1995 

阪神大震災から学ぶ災害時の医預 ．医学のあゆみ Vol.173No.11:919-920. 1995 

開発途上国とその保健医療．国際保健協カフィールドワークフェローシップ 1995: 25-34. 1995 

アメリカにおける災害医療システム FEMA（連邦緊急管理庁）と NDMS（国家災害医療システム） 病院54巻9号：864-870.1995 

Prevalence and clinical presentation of glucose-6-phosphate dehydrogenises deficiency in Pakistani pathan and refugee Afghan 
communities in Pakistan ; Implications for the use of primaquine in regional malaria control p「ogrammers.Trans.「oy.Soc.Trop. Med 
Hyg. 89:62-64. 1995 

途上国における医学教育への国際協カ ーネパール医学教育プロジェクトの事例から ．日本医事新報No.3724:82-84.1995 

アジアにおけるポリオサーベイランス ーその臨床的側面について．感染症Vol.25No.1 :5-11. 1995 

ポリオ根絶構想とAFPサーベイランス ．ウィルス 45(1):53-55.1995 

西太平洋地域におけるポl)オ根絶計画の進歩．国際協力研究Vol.11No.1 :77-87. 1995 

アジアの予防接種とポリオ根絶計画．四生9:30-31. 1995/1 

西太平洋地域のEPIとポリオ根絶計画 ．臨床とウィルス第 23巻 第 3号：117-121.1995

ポリオ ーアジアの現状とその根絶計画ー．小児科診疫第 58巻第9号：1588-1593. 1995 

アジアにおけるポリオ根絶計画の進展．小児感染免疫Vol.7No.2:132-136. 1995 

国際医療協力の実際．国際保健協カフィールドワークフェローシップ1995:35-36.1995 

Evolution of the Concept of Quality. and Potentials of TQM in Health Service Proceedings of the ASEAN Seminar-Workshop. MOH/GOI 
1995 

Quality Management of Health Service on Polio Eradication in Shandong Province. Lancet. 1995 

Progress in Poliomyelitis Eradication in China. Journal of Pediatric Infectious Diseases. 1995 

Eradication of Polio myelitis:Progress in the Peoples Republic of China. Pediatric lnfect Diseases」14:308-14.1995 

ラオスのポリオ根絶事業．ウィルス 45(1):61-64.1995 

ラオスのポリオ根絶事業．日本小児科医会ニュース 22.1995 

ポリピア日系コロニアの出産と育児．移住研究No.32.1995 

ペトナムとアルテミシニン ．熱帯28:58-63.1995 

海外在留日本人に対する電話による健頌相談の紹介．日本医事新報 No.3714:52-54.1995 

Attempt to apply Pathological diagnosis using immunofluorescent antibody method to some infectious diseases. SOUBENIR Vol.1 :20-21 
1995 

Association of G-6-PD Deficiency. Sickle Cell Hemoglobin and Blood Groups with Resistance to Malaria lnfection. A Survey on Different 
Castes in Southern Nepal. Jpn.J.Parasitol.Vol.44 No.5:396-403. 1995 

Prevalence of Campylobacter jejuni and Yersinia Enterocolitica in Urban and Rural of Central Nepal Communities. Journal of Zoonot,c 
Diseases 95:29-34. 1995 

lnfection of Schistosome in the」apaneseExpatriate in Zambia:Man-made Like May be Possible Source of Infection. The Japanese 
Journal of Parasitology Vol.44 No.3:191-195. 1995 

No antibody production observed against cuticle Layer of Brugia paphangi in naturally infected rat-implication of an evasive mechanism 
against host immunity.」pn.J.Parasitol.Vol.44 No.4:290-297. 1995 

人造湖、潅概施設と熱帝病熱帯．28:186-192. 1995 

ポリピア ・サンタクルス総合病院における急性膵炎および外科的治療についての臨床研究．膵臓病研究財団第 1回研究報告琶：23-29.1995 

The cost-effectiveness of Blood donor screening Programs to identify transfusion Chagas・ disease in Bolivia. Takemi Program Research 
Pape「No.101.1995 

椎名丈城 途上国と放射線医学（ポリピア／ネパール］厚生 10:30-31.1995 

三好知明、仲佐保、新崎康t嗣
田辺穣、喜多悦子、我翌尭

「発展途上国における保健医療協力」病院協力の役割．日本国際保健医療学会雑誌9巻 1号：41-44.1995 

三好知明、堀越洋一、仲佐保、

田辺穣、召多悦子、我妻尭ほか
ポリピア ・サンタクルス総合病院外科におけるレジデント制度．医学教育26・ 207-213. 1995 

椎名丈城、吾多悦子、我否尭ほ

か
開発途上国における放射線機器設酉のあり方 一無償頁金協力へのガイドライン一 ．国際協力研究 Vol.11No.1 :89-96. 1995 

椎名丈城、西多悦子、仲佐保、

上原嗚夫、我没尭
我が国の保健医療分野におけるODA無償頁金協力．熱帯 28:86-89.1995 

明石秀親 私の1足言「総合的災害対策の整備を」．束京の災害を考える：29-30.1995 

村上仁

Murakami.H、etal 

Kunii.O、Kita.E

Kunii.O、Kita.E

Ohmae.H、etal 

Ohmae.H、etal 

喜多悦子

喜多悦子

カンポディアの安全な出産のために公衆衛生 ＇情報 12:38-39.1995 

Assessing Empowerment in Health Education Programs Challenges for Evaluators Based on Express in Cambodia. World Education 
Report No.31. 1995 

PROCEEDING OF THE HEETING OF JAPAN ASSOCIATION FOR INTERNATIONAL HEALTH. THE」OUNALOF JAPAN ASSOCIATION FOR 
INTERNATIONAL HEAL TH. 1995 

The Medical and Public Health Response to the Great Hanshin-Awa ji Earthquake in Japan:A Case Study in Disaster Planning. Medicine & 
Global Survival Vol.2 No.4:214-225. 199 

Prevalence of Malaria and its relationship to Anemia. Blood glucose Levels. and serum somatomedin c(IGF-1) levels in the Solomon 
Islands. Acta Tropical 59:207-220_ 1995 

Relationship of Haptoglobin Poly-morphism to Mararia in the Solomon Islands. Internal Medicine 34:342-346. 1995 

アンプロダクティプ（非生産的）なリプロダクティプヘルスの会 ，国際開発ジャーナル4:29.1996 

国際協力の現場から一カンボディア ’'平和”に向かう辺のり，世界と人□5:18-23.1996 
酉多悦子 国際協力と薬のあれこれ ．鳳川」OURNAL岐薬東京ジャーナル第7号78-83.1995 

喜多悦子、若杉なおみ、詈山温子、

山田多佳子
世界の母乳栄養の状況．周産期医学Vol.26(4):465-470.1995 

吉武克宏 参加型アクションリサーチ ータイ公衆衛生プロジェクト技術協力の経験から一医学のあゆみ Vol.1178No.12:889-892. 1996 



一
Ohara.H、etal 

小原博ほか

小原困

小原博ほか

小原 1駐

村岡亮

Muraoka.A、etal 

Shinta.T、etal

上原叫夫

疋田和生、松葉剛、千葉靖男、

楠本一生ほか

Ohmae.H、etal 

Ohmae.H、etal 

大前比呂思、疋田和生

Kuroiwa.C 

Kunii.O、etal 

Kunii.O、etal 

雰井修

國井修

國井修

藤田雅芙ほか

千葉靖男

千葉靖男ほか

Matsuba.T、Chiba.Y、etal 

lkeda.N、etal. 

小原博

吾多悦子、小原博

喜多悦子

小原博

小原博

小原博帖佐叙、楠本一生

Ohara.H、etal 

Oha「a.H、etal 

小原博

Ohara.H、etal 

Ohara.H 

Ohara.H 

小原博

Ohara.H、etal 

村岡亮、喜多悦子、古田直樹

平林国彦ほか

lkeda.N 

山田多佳子

明石秀親、堀越洋一、喜多悦子

Prophylaxis of acute viral hepatitis by immune serum globulin. hepatitis B vaccine and health education. Am.J. T「op.Med. Hyg..56(1),76-

79. 1996 

海外レポートネパールの検逗室事情 ．陰床検査第40巻第6号：723-724,1996 

ネパールで注目の感染症 ．熱帯第29巻：94-106. 1996 

電話による健屈相談における医動物学日本医事新報，3750:30-32.1996 

地域における疾患の概況とその予防対策 アジア ．臨床成人病第 26巻第 11号． 1996

海外渡航者の診窯マニュアル肝炎 (A.B,E)．」IM（総合診療誌） 6巻6号：512-5131996 

Canine H+.K+ -ATPase a -subunit gene p「omote「.studieswith canine parietal cells in primary culture. American Joumal of Physiology 

271.Gl 104-13. 1996 

Guideline for Japan's Grant Aid for Radiological Equipment for Developing countries. Technology and Development No.9:109-114 

7996 

時系列別医探刻 一災害サイクルー PHC期．Emergency Nursing 新春増刊「災害石護」 •110-118.1996

中国山東省のポリオサーベイランス ー1993年以降の状況と問題点ー ．隔床とウィルス Vol.24No.5. 1996/1 2 

Approaches to the Elimination of Schistosomiasis on Bohol Island. Philippines.」pn.J. Pa「asitolVol.45 No.5.391-399. 1996 

A Study on Epidemiology of Hypertension,n Solomon Islands. Hypertension Research Vol. 19 No.4:301. 1 996 

臨床症状によるマラリア診断と疲学的指標への応用 ．ClinicaParasitology Vol.7 No.1 :52-55. 1996 

Role of tachykinins in bronchoconstriction induced by intravenous administration of bradykinin in guinea-pigs. Euro Respi「J:741-746

1996 

Role of external medical voluntee「salterdisasters. LANCET Vol.347:1411. 1996 

Health impact of 1996 tornado in Bangladesh. LANCET Vol.348:757. 1996 

パングラデシュの熱い風のなかで ．国際開発ジャーナル481号:130-131.1996 

国際緊急援助隊医双チーム(」MTDR)がゆく思者と被災状況に関する統計 ．JICAJDR NEWS No.18:8-9. 1996 

中国 ・南京医科大学生におけるスクラッチテスト陽性率と鼻アレルギー有病率（第二報 ：カモガヤとプタクサについて） ．耳閃と臨床

Nol.42,No.6-1098-1103. 1996 

政策科学としての公衆衛生学 ．日本公衆衛生雑誌第43巻第7号：517、519.1996 

ポリオワクチンとポリオ根絶計画 ー中国のポリオ根絶の進展を中心として一 ．ウィルス 47(1):15-23.1997 

疫学レポート 中国におけるポリオワクチン一斉投与とポリオ根絶計画 ．臨床とウィルス第52巻第5号：341-348.1997 

The Utility of Hayashi's Quantification Theory Type2 for the Rapid Assessment of The Epidemiological Survey in Developing Countries-in 

a Case of The Vaccine -Coverage Su「veyin Yunnan Province, China. Journal of Epidemiology Vol.8 No.1 :24-27 March 1998. 1998 

Dietary habits and nutritive conditions of inhabitants. Prek Russey Commune. Cambodia.名古屋経済大学 ・市祁学園短期大学 自然科学研究
会会誌第32巻第 1号：1-11.1997

［特集］海外渡航者の診預ガイド地域別感染症の動向とその予防 アジア ．治療Vol.779No.7:94-99. 1997 

海外渡航者診摂の現状 ．治療Vol.79No.7:17-22. 1997 

国際化時代の育児相談．日医雑誌第 117巻9号：1564.1997 

ランプル鞭毛虫症小児科第38巻 10号：1253-1258. 1997 

国際感染症の現状と課踵臨床医の立場から ．厚生省臨床検査技師協会No.26:14-53.1997 

ネパールで報迫された奇病 ．熱帯 第30巻：10-16.1997 

Bacteriology of diarrhea in Nepal. J.lnst.Med.19:128-132. 1997 

Resurgence of malaria in Southern Nepal. a study of Socio-Medical Aspects. Environmental Science.4:55-70. 1997 

ネパールの医療事情と医学教育プロジェクト ．熱帯第30巻：1-6.1997

PROPHYLAXIS OF ACUTE VIRAL HEPATITISS BY IMMUNESERUM GLOBULIN. HEPATITIS B VACCINE AND HEALTH EDUCATION:A 
SIXTEEN YEAR STUDY OF JAPANOVERSEAS COOPERATION VOLUNEERS. Am.J.Trop.Hyg.56 (1):76-79. 1997 
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